
『いちかわ空家相談ネット』

宮田克仁

～ 市民と専門職の協力で、未来の市川へ ～

いちかわTMOアドバンス



ミッション

「いちかわ空家相談ネット」は、

活気ある市川市を次世代に繋いでいくため、

市民と専門職が共に協力し、

歴史と文化、交通アクセスも便利な文教都市

「市川市」の強みを生かし、

空き家所有者の抱える課題解決に取組み

住みたい・借りたいを結ぶ支えとなる。



自分の歩みと強み アピールポイント３つ

POINT１

POINT２

POINT３

生まれは、市川市国府台。生涯、市川市国府台。

3回の倒産経験のサラリーマン生活と不動産会社経営

地域活動を通じた垣根のない人脈に恵まれている

現場監督 労務安全
協力会
運営

債務整理 不動産



市川市の人口推移と生産年齢人口

総人口

生産年齢人口

老年人口

年少人口

RESAS調べ（R4年1月現在）

人口推移は横ばい

老年化（36.6％）

生産年齢（54.5％）生産年齢（63.6％）

老年（25.5％）



動機２ 空き家分布（10％以上）と
高い高齢化率（25％以上）

京成線沿線

① 空き家 10％以上地域

② 高齢化率 25％以上地域

①② 両方が重なる地域

《両方が重なる地域》
国府台、中国分、北国分、堀之内、国分、
東国分、稲越、真間、須和田、管野、
東管野 対象33,700件（令和3年1月現在）

60.8%

72.5%



市内北西部・北東部の魅力（価値）

自然が豊富 計33校もの
学校

歴史と文化

安全と安心 意外とバスが
便利



市川市策定の総合計画「 I＆I プラン21 」
第二次基本計画（平成23年～令和2年）の

基本目標３ 安全で快適な魅力あるまち

全32項目中 / 21項目

市内北部の魅力（価値）こそが、

市川市が目指す方向性
『安全で快適な魅力あるまち』
に大きく合致する。

子育て
世代

住替え
需要



古き良き時代の
新築

空き家
古い

お荷物 新築
新たな箱を買う

時間が経って、価値となる
時間がかかってしか、出ない価値がある

リノベーション
Renovation

①歴史をつなぎ、
②ものを大切に、
③自分の好みで作れ、
④環境にやさしく
⑤お財布にもやさしい
⑥一軒家に住める幸せ

生活（ライフスタイル）
を買う



年収 474万円 × ７倍

3,318万円

30代男性 住宅ローンの目安

約4,400万円 約3,300万円

約75％

市内北西部
新築最多価格帯 ★★賢い選択★★



「ニューレトロ住宅」のすすめ

時代を駆け抜けてきた家

これから描く未来のエピソードを共に！！

新しさ“NEW”とレトロ“RETRO”の融合

クラシカル、なのに新しい



空き家を生かして、ニューレトロ店舗

実例 1

before after



空き家を生かして、ニューレトロ住宅

実例 ２

before after



空き家を生かして、ニューレトロアトリエ

実例 3

before after



若者を呼び込め！！
つながれ、広がれ、地域の新陳代謝、

１．地域の良さを知ってもらうためのPR交流活動

２．空き家への問題意識の共有、事前の備え

３．空き家の流通を促進し、若年層の居住を促し、
市川市に住める幸せ「生活」を買ってもらう。



楽しい・共感・信頼・ネットワークの構築

市民・専門職参加型
情報交流サークル

市民サポーター
（共感型情報発信）

専門職サポーター
（訴求型情報発信）

運営メンバー
（情報集約・発信）

空き家所有者
買いたい人
借りたい人

情報発信

相談 相談

情報発信

行政

情報発信

HP・SNSにて情報発信グループサイトで情報共有

社会福祉
協議会

高齢者
サポートセンター

専門性・多角的知識・問題解消力

病院

高齢者・障がい者福祉施設

賃貸・空き家情報

グループホームなど空き家情報

株式会社ゼンリン
（住宅地図）：空き家マップ

地域別空き家マップの入手・提携

自治会

勉強会・相談会の実施

相談・情報提供

いちかわ空家相談ネット



まずは、対話、交流から始めよう！！

街あるき

勉強会

交流会

見て、知って、楽しく交流 なんでも相談、気軽に

専門知識や新たな発見の



ネットワークの構築

空き家を通じて、
垣根を超えた交流で広がる



地域を次世代につなぐ、
大きな原動力へ



運用
保守
フェーズ

目標及びプロジェクトライフサイクル

企画
検討
フェーズ

要件定義
フェーズ

コンテンツ開発フェーズ

計画 製作
運用
テスト

本番切替フェーズ

移行 リリース

3か月間程度 ６か月間程度 3か月程度 以降2年程度

令和4年8月キックオフ

対象エリアに居住する住戸数
（北西部を中心とする）：33700戸

平成25年度指標を基準として算定 空き家率 12.6％
想定住宅総数：38755戸

●空き家数：5055戸
持ち家：2780戸

借家・不詳：2275戸


